
論点８：「実効的なモニタリング・フォローアップの
枠組み」に関するWGでの検討状況①
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R6.12.20 国際標準戦略部会資料内閣府 知的財産戦略推進事務局

ＢＲＩＤＧＥ事業の建付けモニタリング・フォローアップWGの設置について

（１）世界における国際標準活動を適宜適切にモニタリングするためのスキーム
（２）我が国における官民の国際標準活動について適切にフォローアップするための方法や指標
（３）（１）・（２）に付随する論点

我が国として国際標準に係る国家戦略を策定するにあたり、世界的な国際標準
活動に関するモニタリング・情報取集の仕組みや、国際標準活動に適した進捗管
理方法や指標、その評価方法についての検討を行う。

メンバー(案)
【座長】 渡部 俊也 東京大学 未来ビジョン研究センター 教授

浅田 純男 一般財団法人 日本品質保証機構 理事
市川 芳明 多摩大学 ルール形成戦略研究所 客員教授
小川 尚子 一般社団法人 日本経済団体連合会 産業技術本部 本部長
立本 博文 筑波大学 ビジネスサイエンス系 教授
中川     梓 一般財団法人 日本規格協会（JSA） 上席執行役員 規格開発本部 副本部長
羽生田 慶介 株式会社オウルズコンサルティンググループ 代表取締役CEO
原田 博司 京都大学 情報学研究科 教授
持丸 正明 産業技術総合研究所 人間拡張研究センター 研究センター長

開催内容

議論の対象

〇各省庁オブザーバー

スケジュール 今後、1/23に１回目、2月中旬に2回目のWG開催を予定
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ＢＲＩＤＧＥ事業の建付けモニタリング・フォローアップWGのスケジュール・検討内容イメージ
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11月 12月 １月 ２月 ３月

WG

事務
局対
応

部会
★11/12
第4回部会

★12/20
第5回部会

★２/21
第６回部会

★３/18
第７回部会

★1月23日
 第１回WG

★2月中（P）
 第2回WG

〇モニタリング資料作成
・モニタリングのスコープ・対象
・モニタリングの情報源
・モニタリングの情報収集・共有枠
組み

議
題
：
①
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
概
況
と
ス
コ
ー
プ
・
情
報
共

有
の
枠
組
み
、
②
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
概
況
と

ス
コ
ー
プ
・
情
報
共
有
の
枠
組
み

部
会
委
員
に
個
別
共
有
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

戦
略
案
の
議
論

〇パブコメ
案に向けた
最終調整

※国家戦略策定： R7.6目途

〇各業界からのヒアリ
ング（※重要領域のヒ
アリングとセットで。）

〇フォローアップ資料作成
・フォローアップのスコープ・対象
・フォローアップの指標・目標
・フォローアップのための枠組み

〇引き続き各業
界からのヒアリン
グ

〇各省へのタマ
出し依頼とセット
で指標化

〇モニタリング資
料ブラッシュアップ
（特に情報収集・
共有枠組み・戦略
での記述案）

〇フォローアップ資
料ブラッシュアップ
（特にフォローアッ
プのための指標及
び枠組み。戦略で
の記述案）

議
題
：
①
情
報
収
集
・
情
報
共
有
の
枠
組
み
と
記
述
案
、

②
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
指
標
と
枠
組
み
と
記
述
案

〇パブコメ
案に向けた
各省・業界
最終調整
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報
告
・
意
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